
温
暖
化
に
揺
れ
る
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

３
ｏ
８
●

高

　
田

昭
和
廿
三
年
文
乙
の
高
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ず
、
「グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
と
は
ど
ん
な
所
か
」
と
言
う

処
か
ら
お
話
し
申
し
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
三
木
会
の
皆
さ
ん
に
は
ひ
と
昔
前
、
二
〇
〇

一
年

の
ク
リ
ス
マ
ス
家
族
会
の
席
上
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ
の
節
ご
出

席
の
方
々
も
本
日
お
見
え
の
様
で
す
の
で
、
極
力
重
複
を
避
け
な
が
ら
今
日
の
お
話
の
理
解
に
必
要
な
事

項
に
絞
っ
て
話
を
進
め
る
事
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
地
勢

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
は
カ
ナ
ダ
の
北
東
に
位
置
す
る
世
界
最
大
の
島
で
す
。
豪
州
は
こ
れ
よ
り
大
き
い
の

で
す
が
大
陸
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
地
球
を
平
面
に
描
き
ま
す
と
極
地
は
大
き
く
描
か
れ
ま
す
の
で
大
変
大

良 り

一

（昭
２３
年

。
文
乙
）



① グリーンランドの地図



｝『醸

② 緯度と自液・極夜の関係

き
く
見
え
ま
す
が
、
日
本
の
約
六
倍

の
面
積
で
、
そ
の
北
五
分
の
四
が
北

極
圏
に
属
し
ま
す
。
北
極
圏
と
は
地

図
の
上
で
は
北
緯
六
十
六
度
半
以
北

を
云
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
南
で
も
海

岸
線
の
極
く
細
い
部
分
を
除
い
て
は

氷
床
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
気
候
的
に

は
島
の
全
土
が
北
極
圏
に
属
し
て
い

る
と
言
え
ま
す
。
気
象
台
の
正
式
記

録
で
は
冬
の
最
低
気
温
は
摂
氏
零
下

三
〇
度
台
で
す
が
、
こ
れ
は
気
象
台

が
人
の
住
む
町
に
し
か
設
置
さ
れ
て

い
な
い
為
で
、
前
人
未
踏
の
奥
地
の

氷
床
で
は
零
下
六
〇
度
に
も
達
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
極
圏
で
は
夏
は
白
夜
と



な
っ
て
太
陽
が
沈
ま
な
く

な
り
、
冬
に
は
極
夜
と
な

達
　
　
っ
て
太
陽
が
地
平
線
上
に

以
　
現
れ
な
く
な
り
ま
す
。
そ

・ク

　

の
期
間
は
図
②
に
示
す
通

”
　
り
北
に
行
く
ほ
ど
長
く
な

つ
　

り
ま
す
。
地
球
上
で
人
間

補
　
が
定
住
す
る
最
北
の
町
カ

一粒　　　ヽナ　ー‐ク́
（０””口””ρ）

∝
　
帥
嘲
珊
』
肝
一
罐
力ゝ半
は
蠅

月
下
旬
迄
は
白
夜
、
十
月

下
旬
か
ら
翌
年
二
月
下
旬

迄
は
極
夜
と
な
り
ま
す
。
白
夜
の
間
は
太
陽
が
沈
ま
な
い
訳
で
す
か
ら
、
こ
の
時
間
帯
は
世
間
の
常
識
に

反
し
て
太
陽
は
西
か
ら
東

へ
移
動
し
、
昼
間
の
移
動
を
含
め
る
と
天
空
に
楕
円
を
描
く
事
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
カ
ナ
ー
ク
で
は
極
夜
の
最
終
日
が
明
け
る
と
ほ
ぼ
四
ヶ
月
ぶ
り
の
ご
来
光
を
迎
え
る
事
と
な
り
、



町
を
挙
げ
て
の
祭
で
賑
わ
い
ま
す
。

最
後
に
、
植
物
学
上
は
北
極
圏
と
は
寒
く
て
喬
木
が
育
た
な
い
地
域
で
す
。
事
実
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で

喬
木
が
生
え
て
い
る
の
は
最
南
端
の
海
岸
線
だ
け
で
、
そ
の
他
の
地
域
は
潅
木
、
そ
れ
も
北
に
行
く
ほ
ど

小
型
の
も
の
に
な
り
、
更
に
北
で
は
旬
旬
植
物
、
遂
に
は
蘇
苔
類
の
み
と
な
り
ま
す
。

二
、
そ
の
国
勢

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

（以
下

「島
」
と
称
し
ま
す
）
は
現
在
、
デ
ン
マ
ー
ク

（以
下

「本
国
」
と
称
し
ま

す
）
の
自
治
領
で
、
本
国
の
一
県
を
構
成
し
て
い
ま
す
。
人
口
は
六
万
人
弱
。
そ
の
内
の
八
割
が
蒙
古
系

の
先
住
民
族
イ
ヌ
イ
ッ
ト

（Ｆ
ｃ
こ

で
す
。
二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
は
雪
煉
瓦
を
半
球
状
に
積
み
重
ね
た

家
に
住
ん
で
い
た
彼
等
も
、
今
で
は
本
国
の
高
福
祉
政
策
の
下
で
暖
房
完
備
の
寒
冷
地
住
宅
に
住
み
、
ゆ

り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
医
療
費
負
担
ゼ
ロ
の
生
活
を
享
受
し
て
い
ま
す
。

行
政
府
の
所
在
地
ヌ
ー
ク

（Ｚ
ｃ
」
こ

の
人
口
は

一
万
五
千
人
で
、
そ
の
他
の
町
計
、
十
八
の
総
て
に

行
政
機
構
、
ス
ー
パ
ー
、
病
院
、
警
察
署
、
裁
判
所
、
学
校
等
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
行
政
機
構
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
村
落
は

「開
拓
地
」
と
呼
ば
れ
、
食
料

・
日
用
品
店
、
学
校
、
託
児
所
が
最
低
各

一
個

所
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
定
住
者
は
居
な
い
が
特
定
目
的
の
為
に
技
術
者
が
駐
屯
す
る
所
は

「根
拠
地
」



① 獲物を売り捌く朝市 (Braedtet)

と
呼
ば
れ
、
目
的
施
設
内
ま
た
は
周
辺
に
駐

屯
者

・
訪
間
者
が
生
活
す
る
に
足
る
設
備
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
代
表
的
な
も
の
は
カ
ン

ゲ
ル
ル
ス
ァ
ッ
ク

（パ
〓
鴇
『一誘
〓
ど
）
の

ハ
ブ
空
港
で
、
空
港
設
備
の
他
、
ホ
テ
ル
、

ス
ー
パ
ー
、
博
物
館
等
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
同
地
に
は
定
住
者
は
居
り
ま
せ
ん
。

島
に
は
百
年
以
上
前
か
ら
義
務
教
育
制
が

施
か
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
九
年
制
で
文
盲

率
は
ゼ

ロ
％
。
使
用
言
語
は
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
語
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
語
は
第

一
外
国
語
と

な

っ
て
い
ま
す
。
学
校
は
総
て
公
立
で
全
島

に
八
十
七
校
あ
り
、　
一
〇
、
六
〇
〇
人
の
生

徒
に
対
し

一
千
人
以
上
の
教
師
陣
を
擁
し
て

い
ま
す
。
高
等
教
育
と
し
て
は
全
島
に
高
校

が
三
校
、
短
大
が
二
校
、
首
都
に
は
三
学
部



① 生鮮食品を豊富に陳列するヌークのスーパー

か
ら
な
る
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
大
学
が
あ
り
ま
す
。

医
療
は
歯
科

・
分
娩
費
を
含
め
前
述
の
通
り

全
額
国
庫
負
担
で
、
居
住
地
の
診
療
所
で
治
療

不
能
の
病
気
は
最
寄
り
の
町
の
病
院
で
、
そ
れ

で
も
治
療
不
能
な
ら
ヌ
ー
ク
の
国
立
イ
ン
グ
リ

ッ
ド
女
王
病
院
で
、
な
お
治
療
不
能
の
場
合
は
、

症
状
に
よ
り
、
隣
国
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
レ
イ
キ

ヤ
ビ
ツ
ク
、
ア
ー
ク
レ
イ
リ
又
は
本
国
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
所
在
の
病
院
に
移
送
さ
れ
、
こ
の
場

合
も
交
通
費
を
含
め
全
額
国
庫
負
担
で
す
。
嘗

て
は
結
核
治
療
が
最
大
の
課
題
で
し
た
が
、
近

年
は
各
種
の
生
活
習
慣
病
に
取

っ
て
代
わ
ら
れ

て
い
ま
す
。
メ
ー
ク
の
健
康
医
療
官
は
島
全
体

の
公
衆
衛
生
の
責
に
任
ず
る
事
と
な

っ
て
お
り
、

患
者
か
ら
の
愁
訴
に
患
者
提
訴
裁
判
所
と
共
に

当
た

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
福
祉
も

θf



⑥ 白い骨細エ

充
実
し
て
い
る
も
の
の
、
自
助
努
力
の
引
き

出
し
を
主
眼
と
し
て
い
ま
す
。
失
業
者
に
対

し
て
も
自
動
的
な
失
業
給
付
は
な
く
、
余
程

の
貧
困
者
で
な
け
れ
ば
生
活
費
補
助
の
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
日
常
食
は
捕
獲
し
た
獲
物

が
主
体
で
す
。
ヌ
ー
ク
に
は
狩
猟
に
従
事
し

な
い
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
為
に
我
が
国
の

「農
協

の
朝

市
」
と

も

言

う

べ
き

地

元

市

場

３
８
ａ
一①
し

が
あ
り
、
日
用
品
を
売

る

ス
ー
パ
ー
に
は
非
イ
ヌ
イ
ッ
ト
用
に
生
鮮
食

料
品
用
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

生
鮮
食
料
品
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
乏
し
い
も
の

の
、
本
国
か
ら
船
便
で
運
ば
れ
、
多
く
は
日

本
の
ス
ー
パ
ー
よ
り
安
く
で
買
う
事
が
出
来

ま
す
。



① ビーズで縫製した服で正装する娘たち

イ
ヌ
イ
ッ
ト
は
後
述
す
る
通
り
、

世
紀
に
至
る
ま
で
の
間
、
独
自
の

そ
の
道
の
専
門
家
は
こ
れ
を
前
期

有
史
以
前
の
渡
来
こ
の
方
、
北
欧
人
が
定
住
す
る
様
に
な
っ
た
十
八

「
サ
ル
カ
ク

ａ
”
お
”
ｅ
」
と
呼
ば
れ
る
文
化
を
培

っ
て
き
て
お
り
、

・
後
期
に
分
け
て
い
ま
す
。
前
期
に
つ
い
て
は
そ
の
殆
ど
を
発
掘
に
よ

&3



① カツアク劇場での民族舞踏

り
知
る
ほ
か
に
す
べ
が
な
い
状
態
で
す
が
、

皮
革
細
工
、
角

。
骨
細
工
、
ビ
ー
ズ
手
芸
、

絵
画
、
舞
踏
、
演
劇
に
及
ん
で
お
り
、
現
今

の
土
産
品
、
興
行
に
そ
の
伝
統
は
継
承
さ
れ

て
い
ま
す
。

三
、
そ
の
歴
史

イ
ヌ
イ
ッ
ト
は
有
史
以
前
に
カ
ナ
ダ
か
ら

徒
歩
で
渡
来
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

島

の
北

西

部

ホ

ー

ル

ラ

ン
ド

日

』

ｒ
営
ｅ

付

近

は

ナ

レ

ス
海

峡

２

”
『お

９
８
い一）
を
挟
ん
で
カ
ナ
ダ
の
エ
ル
ズ
ミ
ア

島

Ｏ
Ｆ
∽日
の
お

お
一露
ｅ
と
は
二
〇
数
キ

ロ
の
指
呼
の
距
離
で
冬
は
海
が
凍
結
し
ま
す

か
ら

「徒
歩
に
よ
る
渡
来
」
は
充
分
に
考
え

尉



ら
れ
る
所
で
す
。

十
八
世
紀
初
頭
に
至
る
ま
で
は
時
に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
等
の
漁
業
基
地
と
な
っ
た
り
し
な
が
ら
も
、
他
民

族
の
定
住
は
成
功
せ
ず
、
こ
の
北
極
圏
人
の
一
部
族
は
前

・
後
期
に
亘
り
独
自
の
文
化
を
形
成
し
た
事
が

今
日
の
発
掘
等
か
ら
推
測
さ
れ
ま
す
。

一
七
二
一
年
に
ハ
ン
ス
・
エ
ヘ
デ

（〓
”
房

∪
∞
ａ
ｇ

牧
師
が
ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ
か
ら
布
教
の
目
的
で
来

島
、
定
住
し
て
か
ら
島
は
急
速
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
影
響
を
受
け
る
様
に
な
り
ま
し
た
。　
一
八
一
四
年
の
キ

ー
ル

（バ
【の
じ

条
約
で
正
式
に
デ
ン
マ
ー
ク
領
と
認
定
さ
れ

一
九
〇
八
年
に
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
領
土
と
し

て
の
行
政
機
関
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
て
一
九
四
一
年
に
本
国
が
ナ
チ
ス
に
占
拠
さ
れ
る
と
、
島
と
本
国
並
び
に

在
英
亡
命
政
権
と
の
連
絡
が
途
絶
え
た
為
、
在
ワ
シ
ン
ト
ン
の
本
国
大
使
館
は
米
国
と
の
間
に
島
の
防
衛

協
定
を
締
結
し
て
島
の
安
全
保
障
を
米
国
に
委
嘱
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
及
び
戦
後
の
米
ソ
対
立
も
あ
り

二
つ
の
米
空
軍
基
地
が
建
設
さ
れ
、
う
ち

一
つ
、
前
述
の
カ
ン
ゲ
ル
ル
ス
ァ
ッ
ク
所
在
の
基
地
は
そ
の
後

の
デ
タ
ン
ト
で
島
に
返
還
さ
れ
、
島
内
航
空
網
の
ハ
ブ
空
港
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
も
残
る
チ
ュ
ー
ン

（↓
，
ｃ
一①
）
の
米
軍
基
地
は
同
国
の
最
北
端
軍
事
基
地
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
建
設
時
に
住
民
の
カ
ナ
ー
ク
ヘ
の
強
制
移
住
を
伴
っ
た
為
、
今
な
お
強
制
収
容
の
補
償
や
土
地
返
還
な

ど
、
沖
縄
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。



一
九
七
九
年
に
自
治
権
を
与
え
ら
れ
る
と
島
は
独
自
の
議
会
を
設
立
し
、
二
名
の
議
員
を
本
国
議
会

ヘ

送
り
込
み
、
島
の
利
害
に
関
す
る
本
国
議
会
の
決
議
は
島
の
承
認
を
得
ね
ば
な
ら
ぬ
事
と
な
り
ま
し
た
。

自
治
の
範
囲
は
そ
の
後
数
次
に
わ
た
り
拡
げ
ら
れ
、
今
で
は
独
自
の
国
旗

・
紋
章
を
制
定
し
、
郵
便
切
手

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
今
な
お
本
国
の
権
限
に
残
さ
れ
て
い
る
の
は
安
全
保
障
、　
一
部
の
外
交
権
、
そ
れ

に
通
貨
発
行
権
ぐ
ら
い
で
す
。
さ
は
さ
り
な
が
ら
、
歳
入
の
三

分
の

一
は
本
国
よ
り
の
交
付
金
で
賄
わ
れ
て
お
り
、
経
済
的
自

立
は
今
な
お
困
難
で
あ
る
事
は
島
民
も
よ
く
弁
え
て
い
る
処
で

す
。一

昨
二
〇
〇
九
年
七
月
実
施
の
島
民
投
票
に
よ
り
島
の
地
下

資
源
産
出
代
金
の
帰
属
が
明
確
化
さ
れ
、
最
初
の
七
千
五
百
万

ク
ロ
ー
ネ
と
そ
れ
を
超
え
る
額
の
半
分
は
島
に
、
残
り
半
分
は

本
国
の
交
付
金
と
相
殺
さ
れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
将

来
の
島
民
投
票
で
の
多
数
決
に
よ
り
本
国
よ
り
の
完
全
独
立
が

認
め
ら
れ
る
事
と
な

っ
た
の
で
す
。
現
在
そ
れ
に
向
け
て
司
法

権

・
警
察
権
の
移
譲
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

① ムーラン



四
、
温
暖
化
に
伴
う
諸
問
題

地
球
の
温
暖
化
に
よ

っ
て
極
地
の
氷
が
溶
け
、
海
面
の
上
昇

に
よ
リ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
じ
め
、
モ
ル
デ
ィ
ブ
、
ナ
ウ
ル
な

ど
の
島
嶼
国
家
が
海
中
に
沈
ん
で
し
ま
う
と
騒
が
れ
て
い
ま
す

が
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
は
ど
の
様
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
？
島
は
そ
の
面
積
の
八
十

一
％
が
氷
床
に
覆
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
て
っ
ぺ
ん
は
当
然
の
事
な
が
ら
起
伏
が

あ
り
、
夏
期
に
は
窪
ん
で
い
る
所
に
溶
け
た
水
が
集
ま
っ
て
池

を
な
し
て
い
る
事
は
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
温
暖
化

に
よ
り
そ
の
池
が
大
き
く
な

っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
近
年
は
そ

れ
ら
の
池
の
底
に
ム
ー
ラ
ン

（「水
車
」
を
意
味
す
る
フ
ラ
ン

ス
語
）
と
名
付
け
ら
れ
た
穴
が
開
い
て
溶
け
た
水
が
流
れ
込
む
様
に
な
り
、
中
に
は
そ
の
直
径
が
二
十
メ

ー
ト
ル
に
達
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
氷
床
の
厚
さ
は
三
千
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
流
れ
込
ん
だ
水
が
ど
う

な

っ
て
い
る
の
か
、
海
中
に
流
れ
出
し
て
い
る
の
か
不
明
で
、
そ
れ
を
調
べ
る
為
に
ム
ー
ラ
ン
に
ア
ヒ
ル

の
デ

コ
イ
を
投
げ
入
れ
ま
し
た
が
、
現
在
の
所
、　
一
個
も
海
上
で
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

⑩ セルメク クヤレク永河



① 傾いた家屋の修復

氷
床
の
融
解

・
流
出
は
こ
の
他
、
氷
河
と
な

っ
て
海
に
流
れ
込
む
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
流
量
が
北
半
球
で
最
も
多
い
の
が
イ
ル
リ
サ

ッ
ト

貧
三

π

と

の
セ
ル
メ
ク
ク
ヤ

レ
ク

ａ
ｑ
ヨ
８

【
ｃ
一”
一一８
）
氷
河
で
す
。
過
去
十

年
間
に
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
前
進
し
て
い
ま
す

が
、
内
こ
の

一
年
に
十
三
キ
ロ
、
夏
場
は

一
日

三
十
メ
ー
ト
ル
前
進
し
た
と
言
い
ま
す
か
ら
温

暖
化
に
よ
り
如
何
に
流
れ
が
速
く
な

っ
た
か
、

即
ち
融
解
の
量
が
多
く
な

っ
た
か
が
判
ろ
う
と

い
う
も
の
で
、
年
間
二
十
五
立
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
真
水
が
海
中
に
流
出
し
て
い
ま
す
。
因
み

に
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
氷
床
は
世
界
の
真
水
の

十
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

極
北
に
あ
る
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
は
地
球
の
温

暖
化
に
よ
り
受
け
る
恩
恵
の
方
が
温
暖
化
に
伴



う
困
難
よ
り
も
大
き
い
事

は
論
を
倹
ち
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
で
も
温
暖
化
が
今
ま

で
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を

脅
か
す
事
柄
が
幾

つ
か
存

帥

在
し
ま
す
。
そ
の
第

一
は

一　
温
暖
化
に
よ
る
永
久
凍
土

⑫

の
融
解
で
す
。
即
ち
、
永

久
凍
上
の
上
に
建
て
ら
れ

た
建
造
物
が
そ
の
融
解
に

よ
り
倒
壊
す
る
事
件
が
現

に
起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
地

盤
は

一
枚
の
大
き
な
岩
盤
か
ら
成
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
内
陸
は
先
に
述
べ
た
様
に
一
万
年

に
及
び
積
雪
が
厚
さ
三
千
メ
ー
ト
ル
に
も
推
積
し
た
氷
床
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
外
縁
の
上
壌
は
年

間
を
通
じ
融
解
す
る
こ
と
な
く
永
久
凍
土
と
な
っ
て
お
り
、
岩
が
露
出
し
て
い
る
所
は
岩
の
上
に
建
物
の



基
礎
を
据
え
る
事
は
当
然
で
す
が
、
凍
土
に
覆
わ
れ
て
い
る
場
所
で
は
凍
土
の
上
に
基
礎
を
据
え
る
事
が

何
の
疑
念
も
な
く
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
上
に
建
て
ら
れ
た
建
造
物
が

「砂
上
の
楼
閣
」
と
化
す

る
と
は
何
人
も
予
測
出
来
な
か
っ
た
所
な
の
で
す
。

第
二
に
狩
猟
環
境
の
変
化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
大
部
分
は
専
業
な
ら
ず
と
も
兼
業
で
狩
猟
に
従

事
し
て
い
ま
す
。
獲
物
は
北
極
熊
、
野
香
牛

（ジ
ャ
コ
ウ
ウ
シ
ー
ヨ
房
Ｆ
　
ｏ
ｘ
８
）、
馴
鹿

（ト
ナ
カ
イ

お
いａ
①
①
じ

は
じ
め
海
豹

（ア
ザ
ラ
シ
ー
お
じ

、
海
象

（セ
イ
ウ
チ
ー
要
”
【】嘔
じ
、

一
角
鯨

↑
”
宇

薫
Ｆ
”
【）
等
の
海
獣
で
す
が
何
れ
も
温
暖
化
に
よ
り
棲
息
地
が
移
動
、
北
極
熊
な
ど
は
流
氷
の
融
解
に
よ

り
生
息
そ
の
も
の
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
現
状
で
す
。
ま
た
海
豹
の
捕
獲
は
氷
上
に
盾
を
前
面
に
験
し
て
接

近
し
た
り
、
氷
に
穴
を
空
け
て
遊
泳
中
の
も
の
を
捕
獲
す
る
の
で
す
が
、
夏
期
は
融
解
し
な
い
ま
で
も
氷

が
割
れ
る
事
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
猟
を
困
難
な
ら
し
め
て
い
ま
す
。

第
二
に
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
急
変
に
伴
う
社
会
秩
序
の
構
造
的
変
革
で
す
。
こ
の
点
は
温
暖
化
に
先

立
ち
既
に
見
ら
れ
た
所
で
す
が
、
半
世
紀
前
ま
で
は
雪
の
家
に
住
み
獲
物
に
食
料
を
依
存
し
て
い
た
生
活

か
ら
自
治
権
の
獲
得
に
よ
っ
て
急
速
に
近
代
的
生
活
へ
と
変
化
を
遂
げ
た
結
果
、
ス
ト
レ
ス
に
原
因
す
る

自
殺
、
家
庭
内
暴
力
等
が
増
え
、
前
者
に
つ
い
て
は

「世
界

一
」
の
有
難
く
な
い
記
録
を
保
持
し
て
お
り
、

そ
の
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
温
暖
化
は
生
活
環
境
の
変
化
に
輪
を
掛
け
る
と
い
う
意
味

で
此
の
問
題
に
関
連
し
て
来
る
の
で
す
。



五
、
温
暖
化
が
齋
す
恩
恵

地
球
の
温
暖
化
が
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
賛
す
第

一
義
的
な
恩
恵
は
気
象
の
温
暖
化
に
よ
る
極
寒
か
ら
の

解
放
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
暖
房
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
は
も
と
よ
り
、
家
畜
の
放
牧
、
野
菜
の
栽
培
、
林
業

の
育
成
、
鉱
物
資
源
の
発
掘
、
海
運
の
活
性
化
等
の
諸
施
策
が
現
実
味
を
帯
び
る
様
に
な
り
、
第
二
次
的

効
果
と
し
て
観
光
客
の
誘
致
も
図
れ
る
事
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
場
合
、
以
上
に
も

ま
し
て
、
独
立
を
達
成
す
る
事
が
現
実
味
を
帯
び
る
事
と
な
る
の
で
す
。
以
下
、
そ
の
各
々
に
つ
き
説
明

し
ま
し
よ
う
。

狩
猟
の
獲
物
と
な
る
諸
動
物
の
内
、
北
極
熊
、
馴
鹿
、
雪
兎
、
北
極
狐
は
自
生
、
爵
香
牛
は
北
米
か
ら

移
入
さ
れ
て
自
然
繁
殖
し
た
も
の
で
、
そ
の
他
の
動
物
は
こ
れ
ま
で
屋
外
で
の
生
育
が
不
可
能
で
し
た
。

そ
れ
が
温
暖
化
に
よ
っ
て
山
羊
、
羊
の
屋
外
放
牧
が
南
部
地
区
で
試
験
的
に
行
な
わ
れ
る
様
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
野
菜
の
栽
培
や
喬
木
の
植
生
も
最
南
端
で
試
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

鉱
物
資
源
の
採
掘
は
地
元
民
が
最
も
期
待
を
込
め
て
い
る
温
暖
化
が
賛
す
恩
恵
で
す
。
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
に
は
金
、
鉄
鉱
石
、
鉛
、
亜
鉛
、
ウ
ラ
ン
鉱
、
プ
ラ
チ
ナ
、
モ
リ
ブ
デ
ン
な
ど
豊
富
な
鉱
物
資
源
の
埋

蔵
が
確
認
乃
至
推
定
さ
れ
て
お
り
乍
ら
、
地
面
が
氷
床
に
覆
わ
れ
て
い
た
為
、
今
ま
で
は
そ
の
採
掘
が
技

術
的
に
も
経
済
的
に
も
困
難
を
伴
う
事
か
ら
、
商
業
ベ
ー
ス
の
採
掘
は
多
く
は
行
な
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
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し
た
。
そ
れ
が
温
暖
化
に
よ
る
地
面
の
露
出
に
よ
っ
て
、
亜
鉛
の
採
掘
が
緒
に
就
く
様
に
な
り
ま
し
た
。

中
で
も
推
定
埋
蔵
量
千
百
億
ト
ン
と
言
わ
れ
る
デ
ィ
ス
コ

（）
絡
３

湾
の
海
底
油
田

・
ガ
ス
田
の
採
掘

は
後
述
す
る
様
に
島
の
完
全
独
立
を
現
実
の
も
の
と
し
て
呉
れ
る
可
能
性
を
秘
め
る
だ
け
に
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

以
上
、
鉱
物
資
源
の
採
掘
に
つ
い
て
は
、
大
き
な
期
待
が
あ
る

一
方
で
、
環
境
保
護
の
立
場
か
ら
、
は

た
ま
た
狩
猟
重
視
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
保
全
の
郷
愁
か
ら
も
根
強
い
反
対
が
内
外
に
見
ら
れ
ま
す
。
南
氷

洋
で
日
本
の
試
験
捕
鯨
を
妨
害
し
て
い
る
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
号
は
こ
こ
に
も
出
没
し
て
い
ま
す
が
、
今
の
と

こ
ろ
、
政
府
が
規
制
す
る
試
掘
地
点
の

一
キ
ロ
以
内
に
は
立
ち
入
る
事
な
く
問
題
を
起
こ
し
て
い
ま
せ
ん
。

原
油

・
天
然
ガ
ス
以
外
に
開
発
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
ウ
ラ
ン
鉱
が
あ
り
、
環
境
保
護
論
者
は

こ
こ
で
も
採
掘
反
対
の
立
場
を
取

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
氷
河
の
融
解
を
利
用
し
て
水
力
発
電
を
立
ち
上
げ
、
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム
の
精
錬
工
場
を
建
設
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
す
で
に
進
行
中
で
あ
り
、
融
解
し
た
真
水
を
そ
の
確
保
に
困
る
中
近
東
等
の
諸
国
に

売
り
込
む
事
も
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。



〇 ケーン社の試堀

六
、
原
油
の
採
掘
と
独
立
達
成

こ
れ
ら
温
暖
化
に
伴
う
諸
々
の
恩
恵
の
中
で
も
原
油

の
採
掘
は
そ
の
経
済
的
効
果
の
大
き
さ
か
ら
も
最
も
注

目
を
浴
び
る
所
で
す
。
民
族
自
決
の
願
望
は
人
類
の
本

性
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
経
済
上
の
理
由
と
デ
ン
マ

ー
ク
の
善
政
に
よ
っ
て
三
百
年
こ
の
方
眠

っ
て
い
た
本

性
が
呼
び
起
こ
さ
れ
た
と
し
て
も
決
し
て
不
思
議
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
何
故
な
ら
、
原
油
の
採
掘
が
成
功
す
れ

ば
、
そ
の
代
金
で
先
に
述
べ
た
二
〇

一
〇
年
七
月
の
取

り
決
め
に
従

っ
て
、
最
初
の
七
千
五
百
万
ク
ロ
ー
ネ
の

全
額
と
、
そ
れ
を
超
え
る
産
出
額
の
半
分
は
島
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
を
押
し
上
げ
る
要
因
と
な
り
、
残
り
半
分
は
本
国
よ

り
の
交
付
金
を
減
ら
す
要
因
と
な
る
の
で
す
か
ら
。
本

国
よ
り
の
交
付
金

（現
在
年
間
約
四
〇
億
ク
ロ
ー
ネ
）

を
ゼ
ロ
に
す
る
年
間
八
〇
億
ク
ロ
ー
ネ
の
原
油
が
産
出



さ
れ
れ
ば
本
国
へ
の
経
済
的
依
存
を
完
全
に
断
ち
切
る
事
が
出
来
る
の
で
す
。
以
上
の
事
情
か
ら
グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
政
府
は
本
心
こ
れ
を
積
極
的
に
進
め
た
い
所
で
す
が
、
国
内
に
は
根
強
い
反
対
論
が
あ
る
上
に
、

ア
ラ
ス
カ
で
の
Ｅ
Ｘ
Ｘ
Ｏ
Ｎ
、
メ
キ
シ
ョ
湾
で
の
Ｂ
Ｐ
に
よ
る
原
油
流
出
事
故
か
ら
石
油
メ
ジ
ャ
ー
自
身

が
現
状
無
期
限
に
洋
上
で
の
掘
削
を
自
重
し
て
い
る
と
云
う
厳
し
い
国
際
世
論
を
勘
案
し
て

「世
界
で
最

も
厳
し
い
規
制
」
の
下
で
海
上
試
掘
を
進
め
る
事
と
し
ま
し
た
。
昨
二
〇

一
〇
年
六
月
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
ケ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー

（〇
”
【ヨ

”
お
“
じ

社
に
与
え
ら
れ
た
デ
ィ
ス
コ
湾
で
の
試
掘
許
可
は
こ
の
規

制
を
条
件
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
規
制
を
満
た
す
為
の
ケ
ー
ン
社
の
対
策
及
び
保
証
の
費
用
は
巻
間
六
百

億
ド
ル
に
達
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

七
、
今
後
の
展
望

以
上
見
て
き
た
様
に
、
原
油
の
産
出
の
実
現
自
体
幾
つ
か
の
困
難
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
年
間
四
〇
億
ク
ロ
ー
ネ
の
本
国
交
付
金
の
相
殺
に
は
、
原
油

一
バ
ー
レ
ル
八
〇
ド
ル
と
し
て
年
間

一

千
六
百
万
バ
ー
ン
ル

（日
産
四
万
五
千
バ
ー
レ
ル
）
の
産
出
が
必
要
で
、
そ
こ
ま
で
に
な
る
に
は
約
十
年

の
歳
月
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
の
専
門
家
の
意
見
で
す
。
そ
の
結
果
、
稀
有
の
善
政
と
言
わ
れ
る
デ
ン
マ
ー

ク
の
庇
護
を
離
れ
て
、
自
力
で
そ
れ
だ
け
質
の
高
い
政
治
を
お
こ
な
え
る
だ
ろ
う
か
、
石
油
メ
ジ
ャ
ー
の



虜

に
な

っ
て
自
然
と
共
存
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
失
う
の
が

「
果
た
し
て
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
幸
福

に
繋
が

る
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
自
間
す
る
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
人
口
六
万
に
満
た
な
い
人

間
集
団
が
現
在
の
世
界
で
独
立
国
と
し
て
機
能
し
得
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
冷
や
や
か
な
眼
差
し
も
感
じ
ら

れ
ま
す
。

資
源
の
発
掘
は
焦
ら
ず
、
リ
ス
ク
を
背
負
わ
ず
、
時
間
を
掛
け
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
Ｅ
Ｕ
、
そ
し
て
近

隣
諸
国
と
も
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
、
民
族
自
決
の
あ
り
方
を
探
る
事
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い

で
し
ょ
う
か
？

以
上

（東
京
銀
行
常
務
取
締
役
）

（本
稿
は
三
木
会
で
の
卓
話
の
記
録
を
素
に
編
集
子
の
ご
要
請
に
よ
り
多
少
の
補
筆

・
補
足
を
行
な
っ
た
も
の
で
す
）
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